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「
重
症
以
外
は
自
宅
療
養
」
の
菅

首
相
発
言
を
受
け
て
、
厚
労
省
は
８

月
、
「
入
院
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
患

者
以
外
は
、
自
宅
療
養
を
原
則
」
と

す
る
通
知
を
出
し
ま
し
た
。
９
月
７

日
の
保
健
福
祉
委
員
会
で
真
下
議
員

は
、
「
個
々
の
症
状
に
基
づ
い
て
判

断
す
る
」
と
し
て
き
た
、
道
は
対
応

を
変
え
る
の
か
と
た
だ
し
ま
し
た
。 

道
は
「
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
重

症
者
や
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
に

適
切
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
師
が
、
患
者
の
症
状
に
基
づ

き
判
断
し
た
上
で
、
入
院
の
必
要
な

患
者
に
は
勧
告
を
行
い
、
入
院
を
要

さ
な
い
軽
症
者
や
無
症
状
者
の
方
々

は
、
宿
泊
療
養
又
は
自
宅
療
養
と
し

て
い
る
」
と
答
え
、
症
状
に
よ
り
判

断
す
る
と
改
め
て
表
明
し
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
北
海
道
議
会
議
員
団
は
９
月
14
日
、
小
畑
保
則
議
長
に
議
会
改
革

の
提
言
書
を
提
出
し
、
改
革
協
議
の
推
進
を
求
め
ま
し
た
。 

道
は
、
医
療
体
制
が
ひ
っ
迫
す
る

中
、
自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
や
日
用

品
の
配
布
、
全
員
に
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。 

 

「
自
宅
療
養
中
の
症
状
悪
化
リ
ス

ク
を
常
に
想
定
し
、
保
健
所
に
よ
る

毎
日
の
健
康
観
察
で
悪
化
を
早
期
に

探
知
し
、
入
院
や
在
宅
医
療
に
速
や

か
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
。
関
係
団

体
や
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、

自
宅
療
養
者
の
医
療
提
供
体
制
の
構

築
に
不
断
に
と
り
く
む
」
と
答
弁
。 

真
下
議
員
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染

 

提
言
で
は
、
議
会
議
論
の
活
性

化
、
道
民
へ
の
情
報
公
開
、
一
問
一

答
方
式
の
導
入
、
答
弁
調
整
と
海
外

調
査
の
廃
止
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会

の
実
現
に
向
け
て
改
革
を
求
め
て
い

ま
す
。 

 

道
議
会
に
は
、
会
議
規
則
で
定
め

ら
れ
た
議
会
改
革
等
検
討
協
議
会
が

あ
り
、
各
派
で
議
論
す
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
公
費
で
作
成
さ
れ
て

い
た
議
長
肖
像
画
を
自
費
で
の
作
成

に
変
更
し
た
２
０
１
８
年
を
最
後
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
自
民
党
・
道
民
会
議
が
答

弁
調
整
等
を
理
由
に
、
予
算
特
別
委

員
会
を
連
続
し
て
翌
日
に
持
ち
越
し

た
こ
と
に
、
各
派
か
ら
批
判
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

菊
地
葉
子
、
宮
川
潤
両
議
員
は
定

時
開
会
の
厳
守
を
強
く
求
め
ま
し

た
。 

 

真
下
紀
子
団
長
は
道
議
会
と
し
て

議
会
改
革
を
進
め
る
よ
う
提
案
。
か

ね
て
よ
り
求
め
て
い
る
政
務
活
動
費

の
領
収
書
の
ネ
ッ
ト
公
開
や
海
外
調

査
費
の
廃
止
、
全
て
の
会
議
録
の

ネ
ッ
ト
公
開
、
１
問
１
答
の
導
入
、

庁
舎
敷
地
内
全
面
禁
煙
を
道
民
に
示

す
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

小
畑
議
長
は
「
提
言
に
賛
同
で
き

る
と
こ
ろ
は
あ
る
」
と
発
言
。
議
会

運
営
委
員
会
や
各
派
幹
事
長
会
議
で

よ
く
議
論

し

て

も

ら
っ
て
、

各
会
派
で

議
論
を
し

て
も
ら
う

こ
と
が
必

要
と
応
じ

ま
し
た
。 

ま
た
、
道
が
旭
川
市
に
設
置
し
て

い
る
宿
泊
療
養
施
設
に
、
外
部
か
ら

無
断
侵
入
が
あ
っ
た
問
題
を
と
り
あ

げ
た
真
下
議
員
は
、
「
委
託
事
業
者

の
責
任
は
大
き
い
」
と
指
摘
。
再
発

防
止
と
運
営
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 

 

道
感
染
対
策
課
は
、
施
設
出
入
り

口
の
管
理
の
徹
底
、
見
回
り
の
実

施
、
入
所
時
の
ル
ー
ル
の
徹
底
を
行

う
ほ
か
、
詳
細
把
握
と
再
発
防
止
対

策
の
た
め
、

被
害
届
を
提

出
し
た
と
説

明
し
ま
し

た
。 

な
ど
の
新
た
な
知
見
に
基
づ
く
効
果

的
対
策
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

道
は
、
よ
り
一
層
の
徹
底
を
図
る

と
答
え
ま
し
た
。 



 

厚
労
省
の
集
計
で
は
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
16
都

道
府
県
に
あ
る
１
２
６
か
所
の

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
が
全

面
休
園
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
７
月
初
め
の
約
８

倍
で
す
。 

 

12
日
の
保
健
福
祉
委
員
会

で
、
真
下
議
員
は
、
「
８
月
に

開
催
さ
れ
た
北
海
道
有
識
者
会

議
で
も
、
自
主
検
査
に
お
け
る

検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
や
購
入
に

対
す
る
支
援
が
必
要
と
発
言
が

あ
っ
た
」
と
紹
介
し
、
検
査
を

し
た
場
合
の
経
費
や
検
査
キ
ッ

ト
の
配
布
な
ど
、
支
援
を
求
め

ま
し
た
。 

 

道
は
、
「
国
が
配
布
す
る
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
を
活
用
し
、
速

や
か
に
行
政
検
査
に
つ
な
げ

る
」
と
答
え
ま
し
た
。
し
か

し
、
す
で
に
締
め
切
り
が
過
ぎ

て
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
申
し
込

み
に
、
な
か
な
か
対
応
で
き
ま

せ
ん
。
真
下
議
員
は
、
有
識
者

か
ら
の
定
期
的
な
検
査
も
必
要

だ
と
い
う
声
を
受
け
止
め
て
、

道
も
国
も
真
剣
に
検
査
に
と
り

く
む
と
き
だ

と
主
張
し
ま

し
た
。 

 

 地震で土砂崩れや液状

化が発生した安平町の地

域のがれきや廃プラス

チック、汚泥などの埋め

立て量は、18万6689立

方㍍。土石流が起きた熱

海市の盛り土の2.5倍と、とて

つもなく大規模です。その隣接

地が建設計画地です。 
  
 2017年6月に道が申請を許可し

たものの、町や町議会、町民が

こぞって反対。今年４月、及川

秀一郎町長が改めて反対を表明

しています。「守る会」は建設

差し止めを求める署名を町長と

町議会に提出しました。 
 

 三浦町議は「町や町民が反対

なのに許可した道に不信感を

持っている」「地震被害地域に

隣接していて、地下水脈などを

 

ま
た
、
厚
労
省
は
、
自
宅
療

養
や
宿
泊
療
養
か
ら
職
場
復
帰

す
る
際
の
基
準
を
示
し
て
、

P
C
R
検
査
な
し
で
復
帰
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
８
月
の
有

識
者
会
議
の
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
る

産
業
団
体
か
ら
「
必

ず
し
も
理
解
さ
れ
て

お
ら
ず
、
陰
性
確
認

を
義
務
付
け
る
事
業

所
も
あ
る
」
と
、
職

場
復
帰
に
対
す
る
意

見
が
出
て
い
ま
す
。 

 

真
下
議
員
は
、
保
健
福
祉
委

員
会
で
、
「
差
別
や
偏
見
を
生

ま
な
い
た
め
に
も
、
根
拠
を
説

明
し
、
円
滑
な
復
帰
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
」
と
提
案
。 

 

道
は
、
「
療
養
終
了
の
基
準

等
を
記
載
し
た
資
料
を
患
者
の

方
々
、
市
町
村
や
事
業
所
等
に

も
配
布
し
て
い
る
。
相
談
を
受

け
た
場
合
は
、
職
場
な
ど
に
も

説
明
を
行
う
」
と
答
え
る
と
と

も
に
、
「
新
し
い
知
見
に
基
づ

い
て
内
容
や
周
知
方
法
も
見
直

す
」
と
応
じ
ま
し
た
。 

 
 

 

９
月
14
日
、
第
３
回
定
例

道
議
会
が
開
会
、
会
期
は
10

月
８
日
ま
で
で
す
。 

 

約
７
７
１
億
円
の
予
算
案

と
40
件
余
の
条
例
案
を
審
議

し
ま
す
。 

 

真
下
議
員
は
、
９
月
29
日

一
般
質
問
に
立
ち
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
気
候
危

機
対
策
、
盛
り
土
、
原
発
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
米
価
下
落
対

策
と
食
料
自
給
率
、
ヒ
グ
マ

対
策
、
校
則
、
特
別
支
援
定

数
な
ど
に
つ
い
て
質
問
す
る

予
定
で
す
。 

  

予
算
特
別
委
員
会
は
第
２

分
科
会
（
建
設
、
水
林
、
農

政
、
経
済
、
教
育
） 

菊
地
葉
子
議
員
と
宮
川
潤
議

員
が
担
当
し
ま
す
。 

  

傍
聴
で
き
ま
す
。 

道
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

調査をすべき」と求めました。 

 昨年11月の説明会で計画を知

り、会を結成した内藤代表は、

「町民に知ってもらうことが第

一歩。道から事業者に、現地見

学会や説明会を開くように求め

てほしい」と訴えました。 

 真下議員は「住民理解は不可

欠。道から事業者に説明するよ

う伝えるべきです」と強調しま

した。 

 環境生活部循環型社会推進課

長は「住民から要望があれば説

明会で説明するよう事業者に伝

える」と答えました。 

自然を守る会」の内藤圭子代表

と、日本共産党の三浦恵美子町

議は、8月23日、鈴木直道知事

に建設許可を見直すよう、要望

し、真下議員が同席しました。 

 ３年前の北海道地震で甚大な

被害が出た安平町に、産業廃棄

物最終処分場が建設されようと

しています。安平町も住民も反

対を表明しています。「安平の 


